
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成２８年
度まで

平成
２９年度

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

計

円 円 円 円 円

58,681,000 15,995,000 7,270,000 24,660,000 23,485,000 130,091,000

交付金額 58,681,000 15,995,000 7,270,000 24,660,000 23,485,000 130,091,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　鳥屋藤木線の未改良区間の拡幅工事を実施したことで車両の離合が容易になり、交通
の円滑化と住民の利便性向上に寄与し、また、事業完了後に地域住民に対しヒアリングを
行ったところ「道路改良により拡幅されたことから以前より通行が容易になった」との意見も
寄せられ、事業の効果を確認することができた。
　地域住民への周知については、工事期間中に看板に特定防衛施設周辺整備調整交付
金事業である旨を記載したほか、住民説明会や境界立会時及び交通規制通知等の自治
区への回覧文書配布の機会等に「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」である旨の
説明を行い周知を図った。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連公共用施設（交通施設：鳥屋藤木線）整備事業

　玖珠町長

　玖珠郡玖珠町大字太田

　町道鳥屋藤木線は、玖珠町から中津市街へ至る鳥屋地区の生活道路であるが、一部未
改良で車両の離合も困難な幅員約3.5mの狭隘区間があり、一般車両や緊急車両の通行
に支障を来している。
　そのため、未改良区間210mの道路改良拡幅工事を実施し、交通の円滑化と住民の利便
性の向上を図ることを目標とする。

　無

　無

　道路改良拡幅工事　L=210.0ｍ

　平成２５年度～令和２年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
２年度

計

円 円 円 円 円 円

22,550,000 22,550,000

交付金額 22,550,000 22,550,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　棚昇降式食器消毒保管機を更新したことで、その消毒保管機能により、安全・安心
な給食づくりを行うための環境整備が図られ、また、給食調理員から「棚昇降式食器
消毒保管機の入替により、安定して洗浄作業が行えるようになった」との評価も得られ
ており、事業の目標に対する成果を確認することができた。
　地域住民への周知については、給食センターの備品が「防衛省特定防衛施設周辺
整備調整交付金事業」により整備された旨を町の広報誌に掲載し、町民や保護者に
周知を図った。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連公共用施設（教育文化施設：玖珠町学校給食センター備
品）整備事業

　玖珠町長

　玖珠郡玖珠町大字帆足2195番地の2

　現在、玖珠町学校給食センターで使用している棚昇降式食器消毒保管機が、老朽
化に伴う機能・効率性の低下や衛生面における安全性低下から、効率的な調理と安
全・安心な給食の提供の支障となっている。
　このことから、当該保管機の更新を行うことで、効率的な調理と安全・安心な給食の
提供に寄与することを目標とする。

　無

　無

　物件購入　棚昇降式食器消毒保管機　６台

　令和２年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
元年度

令和
２年度

計

円 円 円 円 円 円

3,388,000 6,126,100 9,514,100

交付金額 3,388,000 6,126,000 9,514,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　無

　無

　水路改修　一式

　令和元年度～令和２年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　事業完了後、雨天後の増水時に現地調査を行い法面の保護状況と農業用水の供
給ができていることを確認しており、地域の農業振興に寄与できていることを確認し
た。
　地域住民への周知については、町のホームページで本事業が特定防衛施設周辺
整備調整交付金事業で実施されたことを周知した。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：中野原水路・
法面改修）整備事業

　玖珠町長

　玖珠郡玖珠町大字綾垣781番地の3

　中野原水路は、地域の農業用水の集水路として平成4年度に整備された。しかし、
近年頻発する豪雨等により、一部区間における水路埋没部について、水路保護法面
の洗掘や崩落などが発生していることから、水路保護法面を改修することで、安定的
な農業用水の供給を確保し、地域の農業振興に寄与することを目標とする。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
２年度

計

円 円 円 円 円 円

8,921,000 8,921,000

交付金額 8,756,000 8,756,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　事業完了後の令和３年４月及び５月の１日平均のホームページアクセス件数は1,076件
であり、平成２９年度及び３０年度の約610件から大きく増加し、また、アクセス件数のうち７
１％がモバイル端末からアクセスされていることを確認しており、住民に対して利用しやす
いホームページを提供できていると評価する。
　地域住民への周知については、町広報誌において特定防衛施設周辺整備調整交付
金」を活用し、町ホームページをリニューアルした旨を記載し、周知を図った。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業（通信に関する事業：玖珠町ホームページCMS構築
事業）

　玖珠町長

　玖珠郡玖珠町大字帆足268番地の5

　玖珠町ホームページは、住民への町政情報媒体として平成22年度に導入されたが、シ
ステムの機能が古く、閲覧者に情報発信を行う上で、システムの機能に限界があり、大き
く支障をきたしている。特に、住民の情報収集媒体がスマートフォンやタブレットである昨
今、現在のシステムはスマートフォンへの表示対応となっておらず、的確な情報を閲覧者
に提供できない。また、災害時などの画面の切り替え機能がないため、生活に支障を来
す大規模災害、パンデミックなどに対しての情報の周知に限界があり、特定期間に特定
の情報を周知させることができないなど問題が常態化している。
　このため、ホームページのCMSシステムを再構築することにより、住民への利便性の高
い情報の提供に寄与することを目標とする。

　無

　無

　玖珠町ホームページCMSの構築　一式

　令和２年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
元年度

令和
２年度

計

円 円 円 円 円 円

0 36,168,880 36,168,880

交付金額 25,000,000 17,328,000 42,328,000

市町村費等 0 0 0

運用益 0 2,390 2,390

計 25,000,000 17,330,390 42,330,390

0 21,701,000 21,701,000

25,000,000 20,629,390

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

公設民営塾の運営委託

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：玖珠町高校
生公営塾運営事業基金）

玖珠町長

玖珠郡玖珠町帆足213

　県立玖珠美山高校は、玖珠町内で唯一の高等学校であるが、地域的に民間の学習塾が
乏しいことから町が無償の学習塾を設置し、進学を希望する生徒の学力向上を図っている。
　このことから、高校生公営塾運営事業基金を設置し、町が設置する学習塾の委託費等に充
て安定的に学習塾を運営し高校生の学力の向上に寄与することを目標とする。

　高校生公営塾運営事業基金により安定的に公営塾を運営したことで、高校生の学力向上
に寄与することができ、また、公営塾学生の保護者へ行ったアンケートでは、学力向上及び
進路指導に対し高い評価を得ているほか、100％の保護者から「公営塾に通塾させて良かっ
た」、「利用を勧めたい」との評価を得ており、事業の効果を確認することができた。なお、玖
珠美山高校の令和3年度入学者が過去2年間と比較して増加しており、一概に公営塾の設置
によるものと言えないが、その一因を担っていると感じる。
　地域住民への周知については、本事業が、防衛省特定防衛施設周辺整備調整交付金に
より実施されている旨を町ホームページ及び広報用のリーフレットにて周知を図った。

無

無

令和元年度～令和４年度

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成２８年
度まで

平成
２９年度

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

計

円 円 円 円 円 円

34,974,373 34,485,141 28,927,168 33,181,621 41,208,000 172,776,303

交付金額 100,117,000 51,638,000 2,717,000 83,927,000 0 238,399,000

市町村費等 0 0 0 0 0 0

運用益 18,695 21,953 15,838 10,722 10,245 77,453

計 100,135,695 51,659,953 2,732,838 83,937,722 10,245 238,476,453

34,724,000 34,485,000 28,927,000 33,181,000 41,208,000 172,525,000

65,411,695 82,586,648 56,392,486 107,149,208 65,951,453

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

学力向上支援員、専科教員、特別支援教育支援員、ICT支援員の配置

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：玖珠町学力向
上推進事業基金）

玖珠町長

玖珠郡玖珠町（町立学校9校）

　玖珠町は、児童・生徒の学習習熟度に差が生じないよう、個々に応じた指導体制の充実や
学習環境の向上を図り、きめ細やかな指導を推進している。
　そのため、玖珠町学力向上推進事業基金を設置し、町独自の確認テストの実施・分析・対策
を担当する学力向上支援員、小学校における教科担任制の積極的導入及び中学校での少
人数教室等による個別指導を行う専科教員、支援を必要とする子どもへの対応を担当する特
別支援教育支援員及びICT支援員を安定的かつ継続的に配置することにより、児童・生徒の
学力向上を目標とする。

　玖珠町学力向上推進事業基金により学力向上支援員等を安定的に配置することで、児童・
生徒の学力向上に寄与することができ、町独自テスト、県及び全国学力テストの分析を行った
結果、正答率が向上するなど、学力が向上したことを確認した。また、各校長からは「基礎学
力の向上に寄与できた。」との意見も得られ、事業の目標に対する成果を確認することができ
た。
　地域住民への周知については、本事業が、防衛省特定防衛施設周辺整備調整交付金によ
り実施されている旨を町のホームページに記載し周知を図った。

無

無

平成２７年度～令和７年度

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成２８
年度まで

平成
２９年度

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

計

円 円 円 円 円 円

12,038,384 6,335,477 6,363,331 6,262,181 6,653,615 37,652,988

交付金額 35,700,000 4,400,000 0 0 0 40,100,000

市町村費等 0 0 0 0 0 0

運用益 11,981 8,071 4,184 2,951 891 28,078

計 35,711,981 4,408,071 4,184 2,951 891 40,128,078

12,000,000 6,300,000 6,300,000 6,200,000 6,600,000 37,400,000

23,711,981 21,820,052 15,524,236 9,327,187 2,728,078

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

図書管理システムの導入及び保守、図書業務従事者の雇用、移動図書館車の運
行

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：玖珠
町わらべの館図書室運営基金）

玖珠町長

玖珠郡玖珠町大字森868番地2（玖珠町わらべの館）

　玖珠町は、町民に良質な読書環境を提供するため、わらべの館図書室を整備し運
営を行っている。
　玖珠町わらべの館図書室運営基金により、図書システムの刷新や図書業務従事
者の雇用、移動図書車の運行等の図書室運営を安定的かつ継続的に行うことで、
児童の健全な育成や大人の教養の向上を図り、社会教育の振興に資することを目
標とする。

  玖珠町わらべの館図書室運営基金により、図書システム保守や図書業務従事者
の雇用、移動図書車の運行等を安定的に実施し、町民に向けて良質な読書環境を
整備することができた。また、令和２年度は、図書貸出登録者数 6,744人、図書貸出
冊数 52,953冊、利用者数 6,963人で、コロナ禍の影響により利用者数が前年度に
比べ減少しているが、登録者数・貸出冊数は増加しており、概ね円滑な図書室運営
ができていることを確認した。
　地域住民への周知については、町のホームページ等を活用し特定防衛施設周辺
整備調整交付金による基金によって事業が運営されていることを周知している。

無

無

平成２７年度～令和３年度

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
２８年度まで

平成
２９年度

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

計

円 円 円 円 円 円

92,573,441 24,106,901 25,215,906 24,273,919 19,755,592 185,925,759

交付金額 176,770,000 0 0 10,130,000 25,000,000 211,900,000

市町村費等 3,269,000 0 0 0 0 3,269,000

運用益 121,471 29,395 12,179 7,283 2,310 172,638

計 180,160,471 29,395 12,179 10,137,283 25,002,310 215,341,638

92,573,441 24,106,901 25,215,906 24,273,919 19,755,592 185,925,759

87,587,030 63,509,524 38,305,797 24,169,161 29,415,879

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

中学生以下の子どもが医療機関を受診した際の一部自己負担額の助成

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業（医療に関する事業：玖珠町子ども医療費助成事業基
金）

玖珠町長

玖珠郡玖珠町

　玖珠町は子育て支援策として、疾病の早期発見と治療を促進し、子どもの保健の向上と福祉
の増進を図るため、中学生以下の子どもの医療機関受診時における診療報酬の一部負担金
の助成制度を行っている。
　玖珠町子どもの医療費助成事業基金を設置し、安定的かつ継続して保護者負担金への助
成を行うことで、子育て世帯の負担軽減を図り、子育て支援に寄与することを目標とする。

　玖珠町子どもの医療費助成事業基金により安定的に事業を行い、令和２年度の医療費助成
件数は12,979件と多くの子育て世帯の負担軽減と子育て支援に寄与した。また、助成対象者
にアンケート調査を実施したところ、全員が「子育て世帯の負担軽減に役立っている」と回答し
ており、自由意見欄では、「（医療費）助成をしていただけると症状が軽いうちに病院にかかるこ
とが出来て助かっている」、「是非継続してください」、「他自治体より医療費の助成期間も長く
すごくうれしい」といった意見も得られ、事業の目標に対する成果を確認することができた。
　地域住民への周知については、町のホームページや広報誌への掲載、制度説明資料や町
内の全児童生徒に文書を配布することで周知を図った。

無

無

平成２４年度～令和３年度

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
２８年度まで

平成
２９年度

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

計

円 円 円 円 円 円

81,219,400 39,891,000 38,182,000 31,379,000 16,600,000 207,271,400

交付金額 162,652,000 38,142,000 0 15,000,000 15,000,000 230,794,000

市町村費等 0 0 0 0 0 0

運用益 42,757 27,344 15,295 7,907 2,411 95,714

計 162,694,757 38,169,344 15,295 15,007,907 15,002,411 230,889,714

81,219,400 39,891,000 38,182,000 31,379,000 16,600,000 207,271,400

81,475,357 79,753,701 41,586,996 25,215,903 23,618,314

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

未就学児の保育料の一部助成

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業（福祉に関する事業：玖珠町子ども・子育て支援事業基
金）

玖珠町長

玖珠郡玖珠町

　玖珠町は、「保育所等」に係る子育て支援事業として、保育料のうち、国が定める保育料徴収基
準額の一部を助成する制度を行っている。
　このため、玖珠町子ども子育て支援事業基金を設置し、安定的かつ継続して保護者への助成
金に充てることで、子育て世帯の負担軽減を図り、子育て支援に寄与することを目標とする。

　玖珠町子ども子育て支援事業基金により安定的に事業を行い、令和２年度の助成件数は、幼
児教育・保育無償化制度の影響により前年比で減少したものの、７０８件の助成を行うことで子育
て世帯の負担軽減を図り、子育て支援に寄与した。また、利用者アンケートを実施したところ「家
計の負担が相当軽減されている」等の意見が得られ、約９割から「保育料の軽減は効果的である
と感じる」との回答を得ており、事業の目標に対する成果を確認することができた。
　地域住民への周知については、本事業が防衛省特定防衛施設周辺整備調整交付金による事
業であることを、町のホームページへの掲載により周知を図った。

無

無

平成２６年度～令和６年度

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
２８年度まで

平成
２９年度

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

計

円 円 円 円 円 円

15,685,920 9,701,640 11,629,440 9,200,400 9,574,400 55,791,800

交付金額 32,176,000 24,000,000 0 16,000,000 0 72,176,000

市町村費等 0 0 0 0 0 0

運用益 4,278 5,535 5,906 3,645 2,483 21,847

計 32,180,278 24,005,535 5,906 16,003,645 2,483 72,197,847

15,685,920 9,701,640 11,629,440 9,200,400 9,574,400 55,791,800

16,494,358 30,798,253 19,174,719 25,977,964 16,406,047

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

玖珠町が管理する町道の維持管理

事　　　業　　　評　　　価　　　書

日出生台演習場関連特定事業（交通に関する事業：町道維持管理事業基金）

玖珠町長

玖珠郡玖珠町

 　玖珠町の町道は、372路線、全長約295kmあり、通行支障箇所の修繕等の町道維持管
理に時間を要する状況にある。
　このことから、町道維持管理基金を設置し、通行支障箇所の早期修繕等に対応できる
体制を整え、継続的かつ安定的に町道の維持管理を行うことで、地域住民の安全の確
保と日常生活での利便性の向上に寄与することを目標とする。

　作業実施記録から、道路パトロール及び地域住民からの情報に基づき、路面補修、道
路維持補修及び災害等緊急案件への迅速な処理対応を確認しており、また、本基金の
活用により道路の安全確保事業を安定的に行うことで、大きな事故や苦情もなく地域住
民の安全の確保、日常生活での利便性の向上に寄与できていることを確認した。
　地域住民への周知については、本事業が防衛省特定防衛施設周辺整備調整交付金
を原資とする基金により運営されている旨を、町ホームページへの掲載及び作業時看板
への記載により周知を図った。

無

無

平成２６年度～令和６年度

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額


